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一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
に
秋
田
県
の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
た

中
野
康
章
は
、
一
八
九
一
年
十
七
歳
の
時
に
医
学
を
志
し
て
上

京
、
浅
田
宗
伯
に
師
事
し
た
漢
方
医
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
、
宗

伯
逝
去
後
、
養
嗣
子
の
浅
田
恭
悦
と
と
も
に
漢
方
医
学
の
研
讃
に

励
ん
だ
。
一
八
九
八
年
恭
悦
の
も
と
に
、
旧
友
で
も
あ
る
中
国
の

高
官
か
ら
往
診
の
依
頼
が
あ
り
、
随
員
と
し
て
中
国
に
同
行
し

た
。
帰
国
後
は
、
住
居
を
大
阪
に
移
し
、
大
阪
此
花
区
上
福
島
の

中
之
天
神
社
で
社
掌
を
勤
め
る
傍
ら
で
医
療
を
施
し
、
一
九
四
七

年
（
昭
和
二
二
）
一
月
二
日
、
七
十
三
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
近

畿
地
方
に
お
い
て
浅
田
宗
伯
の
教
え
に
基
づ
く
皇
漢
医
学
の
伝
承

と
普
及
に
貢
献
し
た
。

晩
年
の
中
野
康
章
が
膨
大
な
蔵
書
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
一

58

中
野
康
章
と
大
同
薬
室
文
庫

現
在
の
利
用
状
況
と
今
後
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
つ
い
て

野
尻
佳
与
子
・
青
木
允
夫

部
の
関
係
者
に
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
散
逸
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
近
年
ま
で
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
中
野
家
の
継
承
者
が
移
り
住
ん
で
い
た
大
阪
府
豊
中

市
の
屋
敷
と
、
蔵
書
を
収
め
て
い
た
土
蔵
が
、
一
九
九
三
年
に
取

り
壊
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
中
野
家
が
蔵
書
の
収
蔵
先
を
探
し
て

い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
野
康
章
旧
蔵
大
同
薬
室
文
庫
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
大
同
薬
室
文
庫
と
い
う
名
称
は
、
中
野
康
章

の
居
室
名
が
「
大
同
薬
室
」
と
い
い
、
蔵
書
印
に
「
大
同
薬
室
」

と
つ
い
た
も
の
が
多
い
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
の
二
月
、
中
野
家
よ
り
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館

へ
蔵
書
の
す
べ
て
を
移
し
て
、
博
物
館
で
大
同
薬
室
文
庫
の
整
理

作
業
に
着
手
し
た
。
二
○
○
○
年
に
蔵
書
整
理
が
完
了
、
二
○
○

一
年
「
大
同
薬
室
文
庫
蔵
書
目
録
」
の
発
行
を
以
て
、
蔵
書
の
一

般
公
開
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
各
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
調
査

が
進
み
、
蔵
書
そ
れ
ぞ
れ
の
学
術
的
価
値
も
次
第
に
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
安
藤
昌

益
関
係
書
の
『
良
中
子
神
医
天
真
」
『
良
中
先
生
自
然
真
営
道
方
」



日本医史学雑誌第50巻第1号(2004)133

や
、
『
入
江
中
務
少
輔
御
相
伝
針
之
図
（
耆
婆
五
臓
経
）
」
な
ど
の

出
現
で
あ
る
。
奈
良
絵
本
や
文
学
分
野
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査
す

べ
き
書
物
は
多
い
。
文
学
五
○
五
三
点
、
思
想
・
宗
教
三
二
四
○

点
な
ど
、
医
薬
分
野
以
外
の
書
物
も
多
い
の
は
、
大
同
薬
室
文
庫

の
特
徴
で
あ
る
。

近
年
、
図
書
館
・
博
物
館
に
お
け
る
新
た
な
動
向
と
し
て
、
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
一
つ
が
、
所
蔵
資
料
を
対
象
に
し
た
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

と
も
い
わ
れ
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
的
な
和
装
本
や
貴
重
書
は
、
利
用
が
増
す
ご
と
に
破
損
や

劣
化
し
や
す
く
な
る
。
ま
た
事
故
や
災
害
に
よ
る
亡
失
の
恐
れ
も

存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
所
蔵
図
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
フ
ァ
イ
ル

を
作
成
し
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
資
料
の
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
画
像
フ
ァ

イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
遠
隔
地
の
利
用
者
へ

も
公
開
で
き
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
従
来
か
ら
あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
類

似
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
遠
隔
地
の
利
用
者
へ
の
公
開
と
い
う
点

で
、
特
に
優
れ
た
技
術
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
く
す
り
博
物
館
で
も
、
現
在
ま
で
に
四
十
一
点
の
図

書
の
全
頁
を
撮
影
し
て
、
二
四
四
五
点
の
画
像
デ
ー
タ
を
二
○
○

三
年
十
二
月
末
ま
で
に
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
。
一
部
の
画
像
デ
ー
タ

は
、
既
に
、
く
す
り
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
寓
目
二
言
君
君
，

①
尉
巴
．
。
ｇ
亘
日
匡
切
①
匡
目
苫
且
①
×
．
冨
旦
に
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
。今

後
も
、
随
時
、
追
加
掲
載
し
て
い
く
計
画
だ
が
、
公
開
対
象

と
な
る
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
は
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
の
複

写
シ
ス
テ
ム
へ
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
閲
覧
お
よ

び
複
写
の
際
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
へ
ご
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
促
す
と
と
も
に
、
個
々
の
蔵
書
の
具
体
的
研
究
が
進
む

よ
う
幅
広
い
分
野
で
の
研
究
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
く
す
り
博
物
館
で
は
、
蔵
書
の
整
備
の
み
な
ら
ず
新

た
な
情
報
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
、
利
用
者
か
ら
の
高
度
な
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
心
が
け
て
い

る
。

（
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
）


